


一般社団法人Tea Party　理事紹介 

財津宜史　代表理事　（笹塚ボウル代表）
小田雄太　代表理事　（COMPOUND代表、まちづクリエイティブ取締役）

足利敏浩（BLUE LUG代表）
松島大介（パドラーズコーヒー代表）
林 匡宏（渋谷区公園等整備アドバイザー）

メンバーの半分は商店の経営者、中でもササハタハツを代表するようなお店の代表を務めています。
商店街理事も多数在籍、まちづくり会社の経営をするメンバーもいます。
残りのメンバーはクリエイターで構成されています。デザイン、アート、音楽の分野でのコネクションがあり、
実績も多数あります。また、渋谷区とのつながりとしては渋谷区の認定プロジェクトとして支援していただいており、渋
谷区区長や部課長級の方々と定期的に意見交換や提案をしています。



文化と経済をまちの中から育てる

ビジョン

「お茶会」を起点に人が集まる開かれた場所を作りながら、
まちの中の視点から文化と経済を育てていきます。



Tea Party がこれまでにしたこと



渋谷による初台～幡ヶ谷～笹塚エリアの緑道再開発に
おける認定プロジェクトになりました。
数回の審査とプレゼンテーションの後、

数十組の応募の中から選出していただきました。

TeaParty実績

渋谷区の認定プロジェクトになりました。



TeaParty実績
毎月第３火曜日 玉川上水旧水路緑道にてお茶会の開催。

地域住民だけでなく、渋谷区区長や渋谷区観光協会の方々も参加していただき、観光案内所のポップアップも企画しました。
緑道ならではの誰でも参加できる開かれ方で、お茶を飲みながら様々な話をして、地域の未来について考えています。



TeaParty実績
２０代を中心に支持されている

【先入観に縛られない＜ニュートラル＞な視点】を読者へ届ける東京発のウェブマガジン
NEUT MAGAZINEに連載インタビューを載せていただいています。



TeaParty実績

渋谷区が発行する「しぶや区ニュース」にも特集していただきました。



https://t-p-t.org

WEBサイト Instagram

https://www.instagram.com/tpt.388/



Tea Party がこれからすること



ササハタハツ緑道プロジェクト

一般社団法人Tea Partyは玉川上水旧路緑道再整備事業におい、
渋谷区の認定プロジェクトになりました。

緑道内に「文化を育てる場所」、「経済を育てる場所」この2拠点を
どこに、どのように作るかの議論がスタートしました。
また区長、副区長、渋谷区観光協会とは定期的に

情報交換取り合いながら進めています。



お茶フェス（仮）の開催

2022年の春夏頃に、渋谷区産業観光課から補助金をもらい開催予定です。
【場所】

玉川上水旧水路緑道
【目的】

TPTの認知拡大、まちの中から文化と経済を育てるというテーマの実装を目指します。
【アイディア】

マルシェ、ライブイベント、ワークショップ、トークイベントを基本として、
地域住民だけでなく、感度の高い他地域の住民に緑道の魅力を感じてもらうためのお茶フェスを目指します。



388farmβ

※4/23,24に変更（2022/03/10現在）
今回で2回目になる388farmβは
緑道開発前の実証実験という位置付けです。
TPTとしては一部のスペースをディレクションし、
TPTとしても実証実験を行なっています。

今回はフードブースを4店舗分
（kon、ラグ、サンデーベイクショップ、他）
笹塚ボウルからはボウリングレーン&DJブース
渋谷区観光協会と一緒に観光案内所を設置し、
TPTならではのセレクトでササハタハツの魅力を伝えます。


